
公益社団法人 岩手県農業公社 

令和８年度「いわて新農業人チャレンジファーム」第 11回研修を開催しました 

 岩手県農業公社就農支援部では、令和８年７

月 24 日（金）・25 日（土）、雫石町南畑のコテ

ージむらにおいて第 11回研修を開催しました。 

講義では、八幡平市花き研究開発センター花

き開発技術嘱託員兼一般社団法人安代リンド

ウ開発花き栽培技術アドバイザーの阿部潤氏

を講師にお招きして、「岩手の花き栽培」と題

してご講義いただきました。 

本県の花き栽培は露地栽培が主体であるこ

とやオリジナル品種開発の歩みを解説いただ

いたほか、寒冷地特有の気候が花の発色を鮮や

かにする強みについてお話しいただきました。 

また、西日本の工夫を引き合いに、本県が持

つ自然の優位性をまだ生かし切れていないと

いう今後の可能性など、前向きになれるポジテ

ィブなお話を数多くいただき、受講生は真剣な

表情で耳を傾けていました。 

実習では、露地ほ場においてズッキーニやじ

ゃがいもの収穫を行ったほか、次回研修で畝立

てをする区画への施肥作業を実施しました。 

さらに、パイプハウスではトマトの収穫やつ

る下げ誘引などの管理作業に取り組みました。 

研修を重ねるごとに受講生同士の会話や笑

顔も増え、お互いに声を掛け合いながら作業に

取り組みました。 

本県農業の強みと可能性を深く学び、天候の

変化に応じた連携と土づくりの実践を通して、

それぞれの目標やこれからの農ライフに向け

た非常に有意義な時間となりました。 

次回の第 12回研修は、８月７日（金）、８日

（土）に同会場にて、講義「栽培管理③」を行

うほか、実習では個人で管理する秋野菜栽培用

の畝立てや、だいこんのは種などを実施する予

定です。

岩手の花き栽培についてお話しする講師の阿部氏 じゃがいもを収穫する受講生 

次回の研修に向けてほ場に施肥作業をする受講生 ハウス内でトマトの誘引作業を行う受講生 


